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防災・河川環境教育の充実に係る取組の強化について 

【支援校：上越市立春日新田小学校との取組報告】 

① 平成29年11月7日に国土交通省 水管理・国土保全局より各地方整備局宛に防

災・河川環境教育の充実に係る取組の強化について通達。（附属資料１）

② 平成29年11月7日に文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課長より各都道府県の

教育委員会関係機関宛に国土交通省等と連携した防災教育の取組について通知。

（附属資料２）

③ 平成29年12月6日に北陸地方整備局企画部長・河川部長より各河川関係事務所長宛に

防災・河川環境教育の充実に係る取組の強化について通知

・防災教育の今後の進め方イメージ（案）（附属資料３）

④ 上越市立春日新田小学校について、事務局から上越市教育委員会へ説明に行き、

平成30年2月20日付で大規模氾濫減災協議会への支援校として推薦を頂く。

⑤ 事務局から上越市立春日新田小学校に説明に行き、平成30年3月5日に校長及び教

頭に支援校として決定する旨の承諾を得る。

⑥ 第４回 関川・姫川大規模氾濫に関する減災対策協議会（平成30年4月18日開催）

にて、上越市立春日新田小学校を防災教育の支援校として決定。

⑦ 上越市立春日新田小学校に防災教育の指導計画（素案）を提示し、平成30年11

月15日に教諭による計画作成を依頼。

⑧ 総合学習支援の協力者である上越教育大学大学院の山縣教授に指導計画を提示し、

平成30年11月29日に承諾を得る。

以上の内容により、作成した指導計画を以下に添付する。 
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関川・姫川大規模氾濫に関する減災対策協議会 

「川の防災」に関する指導計画（案） 

【関川編】 

～単元：自然災害から地域を守る～ 

（補足説明） 

 本指導計画案は、春日新田小学校において、上越教育大学大学院山縣教授が行っている「川

の防災」出前講座を参考に、春日新田小学校の阿部教諭にご協力いただき、事務局が作成

したものです。

 春日新田小学校以外で本指導計画案に基づいた授業を実施する際には、「現地学習の地図」

について、別途、協議会で場所毎に適した地図を作成及び提供させていただこうと考えて

います。

 本指導計画案を本協議会案として承諾いただければ、年度内に、各教育委員会を通して、

協議会の対象流域に存する小中学校へ情報共有して行こうと思います。

＜事務局＞ 高田河川国道事務所 河川管理課 

電話：025-521-4542（河川管理課直通） 

河川管理課長 田中 tanaka-j840s@mlit.go.jp 

水防企画係長 村山 murayama-m8310@mlit.go.jp 
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4 年生社会科 

関川・姫川大規模氾濫に関する減災対策協議会 

「川の防災」に関する指導計画（案） 

【関川編】 

～単元：自然災害から地域を守る～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原  案：国立大学法人 上越教育大学 大学院学校教育研究科 山縣 耕太郎 教授 

作成協力：上越市立 春日新田小学校 阿部 琢郎 教諭 

 



- 7 -

目 次 

■川の防災

■単元「自然災害から地域を守る」

１．学習指導要領との関連 ········································· 8 

２．単元の概要 ···················································· 13 

３．評価の視点 ···················································· 13 

４．指導計画（４時間扱い） ······································· 14 

５．学習の過程 ··················································· 22 



- 8 -

■川の防災

■単元「自然災害から地域を守る」

１．学習指導要領との関連 

平成２９年告示、平成３１年度より実施の小学校学習指導要領及び小学校社会科の学習指導要領

解説には、第４学年の目標及び内容に自然災害から地域の安全を守るための活動についての事項が

記載されている。 

現行指導要領からの主な変更点については以下の通りである。現行指導要領の３学年及び４学年

の学習内容には、災害については地域の人々の生命や財産を脅かす火災、風水害、地震などの中か

ら選択して取り上げることとなっていた。しかし、新指導要領では、３学年で消防や警察などの関

係機関の働きを学び、４学年で自然災害を取り上げることとなっており、内容が深化、拡充されて

いる。 

■学習指導要領  小学校社会科第４学年の目標より
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■第４学年の内容より 
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■内容の取り扱いより 
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２．単元の概要                                         

■本単元の目標 

過去に地域で発生した水害について、地域を調査することを通して、地域の関係機関や人々は、

自然災害に対し、様々な協力をして対処してきたことや、今後想定される災害に対し、様々な備

えをしていることを理解するとともに、自身も災害に対する心構えや防災力を高める。 

 

 

■本単元の構成 

 

 ①我が国にはさまざまな自然災害が発生していること 

  ■日本の自然災害の概要（全体像）をつかむ（風水害、雪害など） 

 

 ②上越地域は水害が起こりやすい地域であること 

  ■上越地域は日本のなかでも降雨量が多く水害が起こりやすいことをつかむ 

 

 ③洪水は川の営みのひとつであること 

  ■洪水は川の営みであり、いつでも起こりうることをつかむ 

 

 ④洪水が起きたときには危険な場所があること 

  ■身近な環境を散策し、（洪水時に）どのような危険がひそんでいるかつかむ 

  ⑤洪水が起きた時には地域や関係機関が協力して、対策や復興にあたったこと 

    ■地域の方の話や実際の水防倉庫等を見学して、備えについて知る 

 

 ⑤洪水被害を防ぐ方法をさがす 

  ■校区内の（洪水時に）危険な場所と、安全な場所を探す 

 

 

３．評価の視点                                         

 

学びに向かう力・人間性等・・・水害についての講義・体験を通して、関心をもち、防災の重要性

を理解し、防災力を高めようとしている。 

 

知識・技能・・・・・・・・・・水害について、その被害を防止するために国、県、市が対策を行

うことで、地域の人々の安心安全な生活が創られていること理解

している。 

 

思考・判断・表現・・・・・・・講義・体験で得た知識を活用し、自らも、適切な防災行動に繋が

る危険箇所、避難箇所を調べ、マップを作成する。また、講義・

体験後に周囲に学んだ知識を伝達する。 

 

PHASE1 

講義 

PHASE2 

体験 

PHASE3 

応用 
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４．指導計画（４時間扱い）                                

 

 学習活動・内容 指導のポイント 

1 

［川の防災に関する基礎学習] 

我が国で発生する災害の種類、関川で過去に発生した

洪水、関川で洪水が起きる理由（上越地域の気象や川

の営みとの関係）、洪水被害（水害）を防ぐ方法など

の知識を得る。 

災害の種類、過去の洪水の発生状

況や発生理由について、写真や図

を活用し学習するとともに、発生

メカニズムについて模型実験で学

習する。 

2 

［川の防災に関する体験学習] 

学校周辺を散策し、洪水時に危ない場所などを見学す

るとともに、水害発生場所において、地元町内会長か

ら水害体験の話を聞き、身近な環境に潜んでいる危険

を体感する。 

身近な環境を題材に「洪水時の危

険な場所を見る、水害体験者から

体験談を聞く」ことを通じて、洪

水の怖さを「自分ごと」として、

体感的に学習する。 
3 

4 

［川の防災に関する自己学習] 

校区内にある洪水時に危険な場所と、安全な場所（避

難場所など）を調べて地図に落とし込む。その地図に

浸水想定区域を重ね合わせて、実際に水害が起きた場

面を想像し、水害時の防災力を高める。 

これまでの学習内容を活かし、校

区内にある洪水時の危険な場所、

避難場所について生徒自ら調べ

る。これにより、実際に水害が発

生した場合の防災力を高める。 
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「川の防災に関する基礎学習」（1/4） 

1.本時の位置づけ 4 年生社会「川の防災」の導入時間（基礎学習）として位置づける。 

2.指導のポイント

［川の防災に関する基礎学習] 

・日本には、気象による様々な災害がある。雨による災害（洪水、地すべり）、

雪による災害（大雪、雪崩）、風による災害（竜巻）などである。

・上越地域には、大きな関川があり、かつては洪水により大きな水害（浸水

など）が発生した。平成 7 年 7 月 11 日の水害である。

・上越市の年間降水量は、東京の約２倍もある。多くの雨が関川に集まるた

め、洪水が起きやすい。

・上越地域の高田平野は、洪水が繰り返すことにより、土砂が運ばれ、つく

られた土地であり、洪水は川の営みの一環でもある。

・洪水はいつでも起こりうるものであり、大事なことは洪水が起きたときに

被害を防ぐことである。

3.学習方法の工夫

・メジャーを用いて、全国各地の降雨と比較することで上越地域の降雨量の

多さを示す。

・土砂を盛った地形模型に雨を降らせて、高田平野がつくられていく過程を

見てもらう。

4.本時のねらい

・以下を知る。

①我が国にはさまざまな自然災害が発生していること

②上越地域は水害が起こりやすい地域であること

③洪水は川の営みのひとつであること

5.資料
・プレゼンテーション資料

・3m 定規（降水量を記載した付箋）
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「川の防災に関する基礎学習の例（上越市立春日新田小学校）」 

授業内容の説明 

洪水のメカニズムの説明 

（高田平野のなりたち、川の営みの説明）

洪水が起こる理由の説明 

（上越地域の降水量の説明） 

洪水を防ぐ方法の説明

災害の種類の説明 

過去の洪水・水害の説明 
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「川の防災に関する現地学習」（2･3/4） 

1.本時の位置づけ 4 年生社会「川の防災」の展開時間（体験学習）として位置づける。 

2.指導のポイント 

・学校周辺の洪水時に危険な場所（縁石、水田、蓋のない側溝、排水路など）

を見学し、どのような危険が潜んでいるのか考える。 

 ①縁 石：浸水時に分からずつまずき転ぶ 

 ②水 田：浸水時に分からず進入して脱出できなくなる 

 ③側 溝：浸水時に見えないため落ちる 

 ④排水路：〃 

・地元町内会長から、過去の水害体験（増水、浸水、避難、水防活動など）

について聞き、洪水の怖さを体感する。 

・危険水位を示す量水標を見て、水位が示す意味を学ぶ。洪水の危険がある

場合に避難する場所（学校、消防署など）を知る。 

・その他、資材（ライフジャケット、土のう袋、夜間照明、ボートなど）を

見学し、洪水時の水防活動の重要性を学ぶ。 

3.学習方法の工夫 

・身近な場所の危険箇所、避難場所を実際に見学すること、身近にいる地元

の水害体験者から過去の水害時の様子の聞き取りをすることで、洪水の怖

さを身近な事象として体感する。 

4.本時のねらい 
・洪水は身近に起こりうる事象であり、洪水が起きたときには危険な場所が

あり、身を守る必要があることを知る。 

5.教科書 ・ルート図、メモノート 添付 等 
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「川の防災に関する現地学習の例（上越市立春日新田小学校）」 
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【安江 2 丁⽬町内会⻑】 
7.11 ⽔害当時の様⼦の話 
・堤防越⽔状況 

【松村新⽥町内会⻑】 
7.11 ⽔害当時の様⼦の話 
・⽔防活動の様⼦ 
・越⽔、浸⽔状況 

洪⽔時に危ない場所の説明 
・蓋のない側溝 

堤防階段の⽔位標の説明 

⽔防倉庫の説明 

堤防、樋⾨の役割の説明 

避難場所の説明 

洪⽔時に危ない場所の説明
・縁⽯ 

洪⽔時に危ない場所の説明
・排⽔路 

【安江 1 丁⽬町内会⻑】 
H7.7.11 ⽔害当時の様⼦の話 
・重川の増⽔状況 
・周辺の浸⽔状況 

洪⽔時に危ない場所の説明
・⽔⽥ 

1 

松村橋 ←⼾野⽬川 

春⽇新⽥⼩学校 

スタート・ゴール 

県道 350 号 

←関川 

2 

3 

9 

洪⽔時に危ない場所の説明 
・排⽔路 

洪⽔時に危ない場所の説明 
・蓋のない側溝 

11 

12 

13 

6 

7 

8 

10 

4 
5 
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洪水のとき見えなくなり危ない場所

（縁石） 

町内会長による 7.11 水害当時の

様子の話（堤防越水状況） 

洪水に備えた関川の施設の説明 

（堤防、樋管） 

洪水に備えた関川の施設の説明 

（堤防階段の水位標） 

洪水に備えた関川の施設の説明 

（水防倉庫） 

町内会長による 7.11 水害当時の

様子の話（浸水状況） 

洪水時の危ない場所の確認 

（排水路） 

洪水のときに避難する場所 

（消防署） 
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「川の防災に関する自己学習」（4/4） 

1.本時の位置づけ 4 年生社会「川の防災」のまとめの時間（自己学習）として位置づける。 

2.指導のポイント 

・各班にわかれて、これまで学習してきた知識を活かして、洪水時に危険な

場所と避難場所をリストアップする。 

・校区内を分割し、危険な場所は黄色の付箋、避難場所は青色の付箋で地図

上に印をつけていく。 

・各班の地図がまとまった段階で、指導者が大きな地図にまとめていく。ま

とまった段階で浸水想定区域を重ね合わせる。 

・重ねた地図を見て、通学時、家にいた場合など、実際の生活パターンに当

てはめて、洪水時の避難行動を想像する。 

・洪水ハザードマップを配布し、地図の見方、注意事項を学ぶ。加えて洪水

時の情報収集方法についても学ぶ。 

・これからの宿題として、「川の防災」を通して学んだ知識を家族と話し合い、

家族全員で、洪水時の行動を話し合うことを提示する。 

3.学習方法の工夫 
・危険な場所、避難場所を調べることで自主性を持たせる。 

・洪水ハザードマップを配布することで家族への発展性を持たせる。 

4.本時のねらい 

・これまでの学習内容を自ら応用的に展開することで、より防災力を高める。

また、洪水ハザードマップを配布することで、家族全体に学習内容が展開

され、防災力が一層高まることを期待できる。 

5.教科書 

・校区内の地図 

・浸水想定区域を示した透明フィルム 

・上越市洪水ハザードマップ 等 
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「川の防災に関する自己学習の例（上越市立春日新田小学校）」 

通学路やその周辺の洪水時に危ない場所や避難場所をまとめる 

まとめた地図に浸水想定区域を重ねて、洪水時

の避難行動を考える。 

洪水ハザードマップの配付 

指導者の指示のもと、大きな地図にまとめる 
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５．学習の過程                                       

「川の防災に関する基礎学習」（1/4） 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意事項 資料(解説書) 

導入 

(5 分) 

①「川の防災」に概要について説明し、

本授業から得られる内容を理解する。 

ゴールを示唆することで

目的意識を持たせる。 

 

展開 

(35 分) 

②日本で起きる災害について、気象毎

に説明する。 

 ・雨：洪水、地すべり、干ばつ 

 ・雪：大雪、雪崩 

 ・風：竜巻、高潮 

適宜、生徒へどんなもの

があるか意見を聞き、考

えさせる。 

 

 ③上越地域で起きた大きな洪水、水害

（主に平成 7 年 7 月 11 日水害）につ

いて説明する。 

関川の洪水写真、学校周

辺の浸水状況写真を見せ

て、水害の怖さを伝える。 

 

 ④上越地域では、降雨量が多い気象条

件から、洪水が起きやすいことを説明

する。 

 

メジャーを用いて全国各

地の降雨と比較すること

で、上越地域の降水量の

多さを楽しく、視覚的に

把握する。 

 

 ⑤上越地域の高田平野は、関川が洪水

を繰り返すことにより土砂が運ばれ形

成された経緯を説明する。 

 

難しい洪水メカニズムを

模型実験で分かりやすく

伝える。また、洪水は川

の営みの一環であること

を伝える。 

 

まとめ 

(５分) 

⑥どうすれば洪水の被害を防ぐことが

できるか問いかけてディスカッション

する。 

生徒に考えさせ、意見を

聞く。正解は出さない。 

4/4 講座に向けた

導 入 と 位 置 づ け

る。 
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「川の防災に関する現地学習」（2･3/4） 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意事項 資料（解説書） 

導入 

(5 分) 

①現地学習のルート、安全に関する注

意事項を説明する。 

事前にルートや安全に関

する注意事項を説明する

ことで、リスクマネジメ

ントを図る。 

 

展開 

(100 分) 

②学校周辺の洪水時に危険な場所を確

認し、その危険を説明する。 

・縁石：分からずつまずき転ぶ 

・水田：分からず進入し脱出できない 

・側溝：見えずに落ちる 

・排水路：〃 

身近な場所にも洪水時に

危険になることを気づい

てもらう。 

（気づいた点をメモして

もらう） 

ルート図、 

メモノート 

③地元町内会長より過去の水害体験を

聞く。 

・川の様子（増水状況等）の説明 

・水防活動や被害の様子の説明 

・避難の様子の説明 

・その他 

地元の水害体験者から体

験談を聞くことで、洪水

の怖さを自分ごととして

実感してもらう。 

（気づいた点をメモして

もらう） 

 

④避難場所、洪水に備えた関川の施設

について説明する。 

・公共施設などの避難場所の説明 

・量水標（危険水位）の説明 

・堤防、樋門の役割の説明 

・水防倉庫及び資材の説明 

洪水時の避難場所を知

る。洪水から町を守るた

めの施設を見て河川整備

を理解してもらう。 

（気づいた点をメモして

もらう） 

 

まとめ 

(５分) 

⑤自宅の周りにある洪水時に危険な場

所と避難場所をディスカッションす

る。時間が来たら次回までに考えるよ

う宿題を出す。 

生徒に考えさせ、意見を

聞く。正解は出さない。 

4/4 講座に向けた

導 入 と 位 置 づ け

る。 

注）2 時間帯を続けて行うことを想定しており、展開は 10 地点程度の見学を予定する。 
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「川の防災に関する自己学習」（4/4） 

流れ 学習活動・内容 指導上の留意事項 資料(解説書) 

導入 

(5 分) 

①本日の説明を行う。また、学習を行

うための班分けを行う。 

ゴール示唆することで、

意識を高めてもらう。 

展開 

(35 分) 

②校区内を分割した地図を各班に配布

し、その場で危険な場所は黄色の付箋、

避難場所は青色の付箋で地図上に印を

つけていく。 

これまでの知識を活か

してリストアップをし

てもらうことで、応用力

を養う。 

・校区内の地図

③各班の地図がまとまった段階で、指

導者が大きな地図にまとめ、全員に提

示する。提示する際に各班がリストア

ップした箇所の正誤を判定する。 

リストアップ結果の正

誤を知ることで、より知

識を深めてもらう。 

④まとめた地図に浸水想定区域を記載

した透明フィルムを重ね合わせて、通

学時、家にいた場合などの生活パター

ンに合わせて避難行動をディスカッシ

ョンしてもらう。 

学習で得られた知識を

実際の生活に活かして

もらう。 

・浸水想定区域を

示した透明フィル

ム 

⑤洪水ハザードマップを配布し、地図

の見方、注意事項（浸水想定区域を過

信しないことなど）を説明する。洪水

時の情報収集方法を説明する。 

洪水が発生した場合の

避難行動のパターンを

想定してもらう。 

・上越市洪水ハザ

ードマップ 

総括 

(５分) 

⑥川の学習を通して得た知識を家族に

話すこと、その上で、家族全員で避難

行動について話合うこと、避難時のル

ール（集合場所、持ち物など）を決め

ておくことなどを今後の宿題として提

示する。 

生徒だけでなく、家族全

員の防災力を高めても

らう。 
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